
かんたん『すいのう袋』は、逆止弁付き袋を利用した浸水対策商品

水を入れれば、土のう袋が簡単に水のうに早変わり

備 え よ う

かんたん『すいのう袋』

かんたん『すいのう袋』のメリット

メリット3：【とにかく低価格】

→他の『水のう』と比較して、非常に安価

メリット２：【かんたん】

→｢内袋｣(逆止弁付き袋)を「外袋」(土のう袋) に入れて水を入れるだけ

（内袋には「逆止弁」が付いているので、水はこぼれません）

メリット4：【使用後の処分が楽】

→使用後は、内袋を破いて水を抜き、内袋を捨てるだけ

外袋は次回も使用可能

メリット5：【リピート使用可能】

→2回目以降は「内袋」（逆止弁付き袋）のみ購入すれば、

「水のう」として使えるので、さらに安価

に をセットするだけで『水のう』に土のう袋 逆止弁付き袋

メリット1：【いざという時 すぐ活躍】

→かんたん『すいのう袋』は保管スペースも少なく済み、家庭用の水道水を

注入するだけで使用できるので、いざという時すぐに活躍します



●カタログの内容は予告無く変更する場合がありますので、ご了承願います。 ●2022年9月現在

お問い合わせ先

●かんたん『すいのう袋』の使い方

②ホースを用意①外袋にセット ③水を入れる ④外袋を結ぶ

・「水のう」として使用する場合は、必ず「外袋」（土のう袋）と「内袋」
（逆止弁付き袋）をセットでご使用ください。
（「内袋」のみで使用すると破損します。）
・設置場所や積み方により「すいのう袋」が破れやすくなることがあります。
できるだけ平坦な場所での使用をお勧めいたします。
・完全止水を保証するものではないため、水害状況や避難指示に注意
して使用してください。

専用ノズルを市販の

ホースにセットする。

「逆止弁付き袋（内袋）」を

土のう袋（外袋）にセットする。

『すいのう袋』をブルーシート等で包む

止水したい場所にブルーシートなどを広げ、完成した水のうを
並べていく。

ひもで固定して設置～止水する

ブルーシートの端をひもなどで縛り、並べて完成。
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●かんたん『すいのう袋』のより効果的な使用方法

●かんたん『すいのう袋』 設置例と自社テスト

かんたん『すいのう袋』

土のう袋の口を閉じて
完成。

●かんたん『すいのう袋』のセット内容

・外袋（土のう袋）と合わせることで、2－3日を想定した
止水には十分効果を発揮。

※自社テスト
かんたん「すいのう袋」を２段積みし、4週間の設置実験を実施
しました。水漏れは発生しませんでしたが、設置環境により、
「内袋」の破損等の可能性がありますので、使用期間は2-3日
とすることを推奨いたします。

逆止弁から水を入れる。

複数の『すいのう袋』をブルーシートやレジャーシートでくるんで使用することで、より効果的な止水が可能。

※水注入後重量：約12～15Kg
※本製品は受注生産です。正式なご発注後、10日以内の納品となります。

製品名 セット内容 入り数 材質

・外袋（土のう袋）縦62×横48cm 10枚 ポリエチレン

・内袋（逆止弁付き袋）縦60×横45ｃｍ 20枚 ポリエチレン

・ホース専用ノズル 1個 ポリプロピレン

かんたん「すいのう袋」Bセット
(内袋のみ)

・内袋（逆止弁付き袋）縦60×横45ｃｍ 20枚 ポリエチレン

かんたん「すいのう袋」Ａセット


